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石
巻
市
へ
保
健
師
を
派
遣
! !

福祉健康課
主査補

緑川あゆみ

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
職
員
を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
千
葉
県
と
連
携
し
て
、
宮
城
県
石
巻
市
へ
保
健
師
を
派
遣
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

千
葉
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、

県
及
び
市
町
村
の
保
健
師
を
宮
城
県
に

派
遣
し
て
、
被
災
地
で
の
保
健
師
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
第
45
次
の
派
遣
と
し
て
、
一

宮
町
の
保
健
師
を
代
表
し
て
私
と
県
の

保
健
師
２
人
で
、
10
月
３
日
か
ら
７
日

ま
で
、
石
巻
市
で
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
、

健
康
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

石
巻
市
は
、
平
成
17
年
に
１
市
６
町

が
合
併
し
、
人
口
16
万
２
８
２
２
人
の

都
市
で
す
が
、
今
回
の
震
災
で
３
２
７
４

人
の
方
が
亡
く
な
り
、
７
百
６
人
の
方

が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
仮
設

住
宅
に
は
、
５
９
６
５
世
帯
の
方
が
入

居
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

方
も
い
ま
し
た
。

震
災
か
ら
半
年
以
上
が
過
ぎ
、
市
内

の
医
療
機
関
も
ほ
ぼ
復
旧
し
て
い
る
状

態
で
し
た
が
、
以
前
住
ん
で
い
た
地
域

と
離
れ
た
仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
こ
と

で
、
震
災
前
に
受
診
し
て
い
た
病
院
に

受
診
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
医
療

中
断
が
心
配
さ
れ
る
高
齢
者
も
い
ま
し

た
。今

回
、
私
が
訪
問
し
た
方
々
は
、
震

災
か
ら
半
年
以
上
が
過
ぎ
、
精
神
的
に

落
ち
着
い
て
き
て
い
る
と
い
う
方
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
津
波
の

夢
を
見
て
起
き
て
し
ま
う
こ
と
が
度
々

あ
る
と
い
う
方
、
ま
た
、
今
回
の
震
災

で
家
族
も
仕
事
も
失
い
、「
命
は
助
か
っ

た
が
、
先
の
事
を
考
え
る
と
不
安
に
襲

わ
れ
る
。」
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。
精

神
安
定
剤
を
内
服
し
て
い
る
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
健
康
調
査
の

結
果
、
心
の
ケ
ア
が
必
要
な
方
に
は
、

心
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
対
応
が
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
巻
市
は
、
仮
設
住
宅
の
入
居
に
あ

た
り
、
優
先
順
位
が
決
め
ら
れ
、
順
番

に
入
居
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
に
な
り
、
入
居
者
の

多
く
の
方
か
ら
「
ま
わ
り
は
知
ら
な
い

人
ば
か
り
。」「
誰
が
同
じ
仮
設
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。」
等
と

い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
今
後
、
仮
設

住
宅
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
課

題
に
な
っ
て
く
る
の
は
確
か
な
よ
う
で

す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
方
々
の
閉
じ

こ
も
り
予
防
を
図
る
た
め
に
、
各
仮
設

住
宅
で
健
康
相
談
会
が
定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
が
今
後
被
災
地
の
方
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
、
今
回
の
被
災
地
で
の
活

動
を
と
お
し
て
、
見
た
こ
と
聞
い
た
こ

と
、
ま
た
感
じ
た
こ
と
等
を
、
一
宮
町

の
い
ろ
い
ろ
な
方
に
伝
え
、
被
災
地
の

こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
も
ひ
と
つ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
貴
重
な
体
験
を
、
一

宮
町
の
保
健
師
活
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

津
波
が
押
し
寄
せ
た
街
中
は
、
道
路

は
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ガ
レ
キ
の
山
や
誰
も
住
ん
で
い
な
い
半

壊
状
態
の
家
が
所
々
に
あ
る
よ
う
な
悲

惨
な
状
況
で
し
た
。

仮
設
住
宅
を
訪
問
し
、
被
災
し
て
い

る
方
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

津
波
で
自
宅
１
階
が
浸
水
し
、
自
衛

隊
に
救
助
さ
れ
る
ま
で
の
３
日
間
、
自

宅
の
２
階
で
親
子
２
人
で
１
本
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
を
飲
ん
で
い
た
等
の
話

が
あ
り
、
震
災
直
後
の
大
変
さ
悲
惨
さ

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。「
自
分
は
助
か
っ
た
が
、
家
族

を
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
。」
と
、
涙
ぐ
み

な
が
ら
話
し
を
し
て
く
れ
る
方
も
い
ま

し
た
。

避
難
所
で
の
生
活
で
は
、
出
さ
れ
る

食
事
に
野
菜
が
少
な
く
、
揚
げ
物
や
炭

水
化
物
が
多
い
た
め
か
、
震
災
前
よ
り

10
㎏
体
重
が
増
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う

ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

～『
わ
い
わ
い
カ
フ
ェ
♪
』～

　

今
月
の
テ
ー
マ
は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
♪
」で
す
。お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、お
茶
や
お
し
ゃ
べ
り
で
ホ
ッ
と
一
息
。

子
育
て
中
の
パ
パ
や
マ
マ
、子
育
て
を
応
援

し
た
い
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
世
代
間
交

流
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、気
楽
に
立

ち
寄
れ
る「
わ
い
わ
い
カ
フ
ェ
♪
」で
す
。

　

事
前
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
半
～
午
後
０
時
半

と
こ
ろ　

一
宮
町
中
央
公
民
館　

　
　
　
　

大
会
議
室（
遊
び
の
広
場
）

　
　
　
　

和
室　
　
（
乳
幼
児
専
用
）

　
　
　
　

調
理
室　
（
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
）

　
　
　
　

青
年
会
議
室（
お
も
ち
ゃ
の
病
院
）

参
加
費　
一
人
１
０
０
円（
１
歳
未
満
無
料
）

※�

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
会
を
し
ま
す
の
で
、

５
０
０
円
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。（
希
望
者
の
み
）

︻
問
合
せ
︼

１
３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

藤
井

　

☎
０
９
０
︵
７
７
２
０
︶
６
０
７
０

　

y
2
4y

1
8s

1
3-f@

docom
o.ne.jp

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
ど
き
ど
き
！

～『
放
課
後
わ
く
わ
く
委
員
会
』～

と　

き　

12
月
16
日
（
金
）

憩
い
の
森
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
!!

～
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
な
ど
作
っ
て
遊
ぼ
う
～

『
放
射
性
物
質
に
よ
る
食
品
汚
染
』に

関
す
る
学
習
会
の
お
知
ら
せ

特
急
列
車
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ま
つ
り
で

い
っ
ち
ゃ
ん
大
活
躍
!!

と　

き　

12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
半
～
午
後
２
時

　
　
　
　

荒
天
中
止

と
こ
ろ　

町
営
憩
い
の
森

　
　
　
　

駐
車
場
・
ト
イ
レ
・
休
憩
所
あ
り

持
ち
物　

�

マ
イ
カ
ッ
プ
、お
皿
、お
椀
、軍

手
、タ
オ
ル
、ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
。

　
　
　
　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
。

参
加
費　
一
人
５
０
０
円

バ
ス
送
迎
︵
要
申
込
︶

　

一
宮
町
中
央
公
民
館
発　

午
前
９
時
30
分

　

町
営
憩
い
の
森
発　
　
　

午
後
２
時
30
分

︵
バ
ス
申
込
︶

　

☎
０
９
０︵
７
７
２
０
︶６
０
７
０
藤
井

︻
問
合
せ
︼

　

☎
０
９
０︵
１
８
０
７
︶７
１
３
９
渡
部

　
　

０
９
０︵
６
５
２
９
︶９
１
５
５
千
葉

　

福
島
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
放
射
性
物

質
に
よ
る
食
品
汚
染
等
こ
れ
か
ら
の
健
康

　

10
月
15
日
に
県
内
の
様
々
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
特
急
列

車
が
出
発
す
る
安
房
鴨
川
駅
で
、
初
列

車
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

外
房
線
で
は
上
り
の
10
時
34
分
発
東
京

行
き
と
、
下
り
の
８
時
19
分
発
安
房
鴨
川

行
き
、
臨
時
運
行
の
新
宿
わ
か
し
お
号
の

東
京
方
面
左
側
７
両
目
で
、
３
月
31
日
ま

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
総
武
線
・
内

房
線
で
も
運
行
す
る
車
両
の
う
ち
の
１
本

の
た
め
、
お
見
逃
し
な
く
！

　

ま
た
、
10
月
22
日
、
23
日
、
滋
賀
県
彦

根
市
で
開
催
さ
れ
た
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ま
つ

り
」
に
参
加
し
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
や
ブ
ー

ス
で
一
宮
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

い
ち
の
み
や
ロ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

w
ith

渚
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

９
月
24
日
に
国
民
宿
舎
一
宮
荘
跡
地

で
、
道
の
駅
の
実
証
実
験
の
た
め
町
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

町
特
産
野
菜
や
飲
食
・
雑
貨
な
ど
の
店

舗
が
並
び
、
小
物
づ
く
り
体
験
で
は
子
ど

も
た
ち
が
時
間
を
か
け
て
制
作
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

わいわいにぎやかマーケット キャラクタートレイン出発進行!!

　
　
　
　

午
後
３
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

一
宮
町
中
央
公
民
館
・
大
会
議
室

※�

事
前
申
込
み
不
要
。

︻
問
合
せ
︼

１
３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

藤
井

　

☎
０
９
０
︵
７
７
２
０
︶
６
０
７
０

　

y
2
4y

1
8s

1
3-f@

docom
o.ne.jp

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
講
師
の
方
を
招
い

て
学
習
会
を
開
き
ま
す
。

と　

き　

12
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
受
付
開
始

　
　
　
　

午
後
３
時
頃
終
了
予
定

と
こ
ろ　

一
宮
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
階
会
議
室

※�

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
参
加
費
は
無

料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
乳
幼

児
を
抱
え
る
お
母
さ
ん
方
に
聞
い
て
い

た
だ
け
る
よ
う
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
事

前
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
申
込
み
・
問
合
せ
︼

図
書
館
が
ほ
し
い
町
民
の
会　

山
下

　

☎
�
３
７
５
５
︵
火
～
金
曜
日
︶

11月28日（月）
津波避難訓練実施
皆さん、この機会にご自分の
避難経路をご確認下さい。



鉱産税　272万円、0.2％鉱産税　272万円、0.2％

固定資産税
6億3,433万円、
47.5％

固定資産税
6億3,433万円、
47.5％

町民税
6億2,200万円、
46.6％

町民税
6億2,200万円、
46.6％

入湯税　562万円、0.4％入湯税　562万円、0.4％

町たばこ税
4,973万円、
3.7％

町たばこ税
4,973万円、
3.7％

軽自動車税
2,053万円、1.6％
軽自動車税
2,053万円、1.6％

総額：１３億３，４９３万円
（対前年度　△１，３２４万円）

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、最
終
予
算
額
47
億
５
２
８
９
万
円
に
対
し
、

歳
入
決
算
額
は
47
億
９
３
０
２
万
円
（
対
前
年
度
20
・
１
％
増
）、
歳
出

決
算
額
は
44
億
９
９
０
３
万
円
（
対
前
年
度
18
・
８
％
増
）
で
、
形
式

収
支
（
歳
入
︱
歳
出
）
は
、
２
億
９
３
９
９
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
は
２
億
１
２
４
７
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
歳
入
の
特
徴

・
町
税
に
つ
い
て
は
、
長
引
く
景

気
低
迷
の
影
響
に
よ
り
、
特
に

「
個
人
税
（
所
得
割
）」
の
落
込

み
が
主
因
と
な
り
、
前
年
度
と

比
べ
１
３
２
４
万
円
（
△
１
・

０
％
）の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

・
地
方
交
付
税
は
、
地
方
単
独
事

業
な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
出
来
る
よ
う
、
普
通
交

付
税
に
新
た
に
「
地
域
活
性
化

雇
用
等
臨
時
特
例
費
」
が
盛
込

ま
れ
る
な
ど
、
前
年
度
と
比
べ

１
億
２
９
０
６
万
円
（
11
・

９
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

・
国
庫
支
出
金
は
、
定
額
給
付
金

の
終
了
な
ど
減
少
要
因
は
あ
り

ま
す
が
、
一
宮
中
学
校
屋
内
運

動
場
改
築
事
業
の
新
規
実
施
や

子
ど
も
手
当
の
拡
充
交
付
、
ま

た
経
済
対
策
に
伴
う
地
域
活
性

化
交
付
金
の
措
置
な
ど
に
よ

り
、
前

年

度

と

比

べ

８
７
５
５
万
円
（
19
・
５
％
）

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

・
町
債
は
、
財
源
不
足
の
補
て
ん

措
置
と
し
て
発
行
さ
れ
る
臨
時

財
政
対
策
債
が
２
０
０
０
万
円

減
少
し
た
も
の
の
、
東
浪
見
土

地
区
画
整
理
組
合
に
対
す
る
公

共
施
設
管
理
者
負
担
金
の
支
払

い
や
一
宮
中
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
事
業
の
新
規
実
施
に
伴

い
、
前
年
度
と
比
べ

２
億
６
７
８
０
万
円

（
１
１
２
・
７
％
）
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
歳
出
の
特
徴

・
総
務
費
は
、定
額
給
付
金
の
給

付
終
了
な
ど
減
少
要
因
は
あ
り

ま
す
が
、国
民
宿
舎
跡
地
解
体

事
業
の
新
規
実
施
や
財
政
調
整

基
金
・
庁
舎
建
設
基
金
へ
の
増

額
積
立
て
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
べ
７
８
５
８
万
円（
７
・

９
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

・
民
生
費
は
、
子
ど
も
手
当
の
拡

充
給
付
や
介
護
給
付
費
の
増

加
、
ま
た
地
域
介
護
・
福
祉
空

間
整
備
事
業
の
新
規
実
施
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

１
億
７
６
３
８
万
円
（
25
・

３
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

・
土
木
費
は
、
地
域
連
携
推
進
事

業
の
終
了
な
ど
減
少
要
因
は
あ

り
ま
す
が
、
東
浪
見
土
地
区
画

整
理
組
合
に
対
す
る
公
共
施
設

管
理
者
負
担
金
の
支
払
い
や
、

地
域
活
性
化
交
付
金
の
活
用
に

よ
る
道
路
改
良
工
事
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
前
年
度
と
比
べ

２
億
９
０
７
０
万
円

（
１
２
８
・
３
％
）
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

・
教
育
費
は
、
中
学
校
で
屋
上
防

水
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
が
、

屋
内
運
動
場
の
改
築
事
業
を
新

た
に
実
施
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ

１
億
５
１
１
４
万
円
（
53
・

７
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

町税　13億3,493万円、27.9％
　　 （△1,324万円、△1.0％）
町税　13億3,493万円、27.9％
　　 （△1,324万円、△1.0％）

その他　4億4,446万円、9.2％
　　（△9,230万円、△22.0％）
その他　4億4,446万円、9.2％地方消費税交付金

1億98万円、2.1％
（△18万円、△0.2％）

地方消費税交付金
1億98万円、2.1％
（△18万円、△0.2％）

国庫支出金
5億3,742万円、11.2％
（8,755万円、19.5％）

国庫支出金
5億3,742万円、11.2％
（8,755万円、19.5％）

町債
5億550万円、10.5％
（２億6,780万円、112.7％）

町債
5億550万円、10.5％
（２億6,780万円、112.7％）

県支出金
2億9,003万円、6.1％
（9,899万円、51.8％）

県支出金
2億9,003万円、6.1％
（9,899万円、51.8％）

繰越金
2億5,915万円、5.4％
（9,375万円、56.7％）

繰越金
2億5,915万円、5.4％
（9,375万円、56.7％）

繰入金
1億934万円、2.3％
（8,090万円、284.4％）

繰入金
1億934万円、2.3％
（8,090万円、284.4％）

※（　）内は対前年※（　）内は対前年

地方交付税
12億1,121万円、25.3％
（1億2,906万円、11.9％）

地方交付税
12億1,121万円、25.3％
（1億2,906万円、11.9％）

総務費
10億7,424万円、23.9％
（7,858万円、7.9％）

総務費
10億7,424万円、23.9％
（7,858万円、7.9％）

その他　2億5,681万円、5.7％
　　（1,094万円、5.0％）
その他　2億5,681万円、5.7％消防費

2億318万円、4.5％
（756万円、3.9％）

消防費
2億318万円、4.5％
（756万円、3.9％）

土木費　5億1,725万円、11.5％
（2億9,070万円、128.3％）
土木費　5億1,725万円、11.5％
（2億9,070万円、128.3％）

衛生費
4億5,474万円、10.1％
（△197万円、△0.4％）

衛生費
4億5,474万円、10.1％
（△197万円、△0.4％）

教育費
4億3,241万円、9.6％
（1億5,114万円、53.7％）

教育費
4億3,241万円、9.6％
（1億5,114万円、53.7％）

公債費
3億6,495万円、8.1％
（102万円、0.3％）

公債費
3億6,495万円、8.1％
（102万円、0.3％）

諸支出費
3億2,322万円、7.2％
（△1,906万円、△5.6％）

諸支出費
3億2,322万円、7.2％
（△1,906万円、△5.6％）

民生費
8億7,223万円、19.4％
（1億7,638万円、25.3％）

民生費
8億7,223万円、19.4％
（1億7,638万円、25.3％）

平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
決
算
概
要

【用語の解説】
□町 税 町民の皆さんや会社などが納めた税金
□地方交付税 市町村間の財源の不均衡を調整するための国からの交付金
□国・県支出金 特定の事業を実施するために国・県から交付されたもの
□町 債 特定の事業を実施するため、借入により資金調達したものや、その他特別

に発行を許可されたもの（臨時財政対策債）

■特別会計の歳入歳出の決算額
会　計　名 歳入決算額

歳出決算額
対前年度
増減率 歳入歳出差引

国民健康保険事業 １４億８，１３８万円 1.6% １億　　６０７万円１３億７，５３１万円 6.7%

老 人 保 健 ６１５万円 △79.1％ ６０万円５５５万円 △76.7％

介 護 保 険 ８億７，５２０万円 3.8% ３，９１７万円８億３，６０３万円 2.3%

後 期 高 齢 者 医 療 １億２，４２３万円 1.7% ３２万円１億２，３９１万円 1.6%

一 宮 荘 ０万円 皆減 H21をもって会計廃止０万円 皆減

老人福祉センター ０万円 皆減 H21をもって会計廃止０万円 皆減

農業集落排水事業 １億　　３８０万円 △11.2％ ８５１万円９，５２９万円 △12.1％

合 　 　 計 ２５億９，０７６万円 △4.5％ １億５，４６７万円２４億３，６０９万円 △0.5％

一般会計歳入　４７億９，３０２万円一般会計歳出　４４億９，９０３万円 町
の
平
成
22
年
度
決
算
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
　

公共施設管理者負担金 ２億 8,141 万円

中学校屋内運動場改築工事 1 億 9,242 万円

庁舎建設基金積立て 1 億 5,000 万円

国民宿舎跡地解体工事 6,878 万円

道路新設改良工事 5,108 万円

中央ポンプ場オーバーホール 4,725 万円

住民検診等各種予防事業 5,195 万円

障害者福祉事業 1 億 7,535 万円

町制 120 周年記念事業 100 万円

平成 22年度実施の主な事業 町税の内訳

町の借入金

38億8,092万円
一人当り 30万9,236円

町民一人当たり
が納めた町税

10万6,369円
対前年度 △1,554円

町民一人当たり
に使われたお金

35万8,489円
対前年度 55,357円増

町の財産

土地 88万8,582㎡

建物 2万6,749㎡

※ 1 人当たりの算出は平成 23
年3月31日現在の人口です。

　（12,550 人）
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町の平成23年度予算の執行状況をお知らせします ～ 町の健全化判断比率・資金不足比率（平成22年度決算）
全ての指標で基準値をクリア ～

皆さんが納めた税金や国・県からの交付金などが、どのように使われているかを知っていただくために、
町では年２回、予算の執行状況をお知らせします。今回は平成２３年度上半期（平成２３年９月３０日
現在）です。

※上段：予算現額、下段：収入済額・支出済額、（　　）内：収納率・執行率を表す。
※予算現額には、平成２２年度からの繰越額（１億１，９５２万円）を含む。

 予算現額　40億7,865万円
 収入済額　25億1,391万円（61.6％）

歳入 予算現額　40億7,865万円
支出済額　16億7,473万円（41.1％）

歳出

町　税 民生費

地方交付税 総務費

国庫支出金 衛生費

県支出金 公債費

町　　債 諸支出金

繰越金 教育費

地方消費税
交付金

土木費

諸収入 消防費

その他 その他

12億4,968万円
 8億6,170万円
　  （69.0％）

9億8,031万円
4億  793万円
   （41.6％）

12億2,583万円
 8億6,560万円
    （70.6％）

8億8,634万円
4億  922万円
   （46.2％）

 3億6,797万円
 1億6,099万円
    （43.8％）

4億7,897万円
2億  508万円
   （42.8％）

 3億4,205万円
    3,367万円 
     （9.8％）

3億7,220万円
1億8,196万円
   （48.9％）

 2億1,000万円
        0万円
     （0.0％）

3億4,992万円
   6,500万円
   （18.6％）

 1億6,527万円
 2億9,459万円
   （178.2％）

2億7,800万円
1億1,763万円
   （42.3％）

    9,500万円
    5,486万円
    （57.7％）

2億1,998万円
   4,702万円
   （21.4％）

    9,032万円
    7,821万円 
    （86.6％）

2億  705万円
1億  290万円
   （49.7％）

 3億3,253万円
 1億6,429万円
    （49.4％）

3億  588万円
1億3,799万円
   （45.1％）

一般会計の状況

特別会計の状況

会　計　区　分 予算現額 収入済額 収納率 支出済額 執行率

国民健康保険事業 １４億　 ８４９万円 ６億　 ４８８万円 ４２．９％ ５億８，４１１万円 ４１．５％

介 護 保 険 ８億９，８４２万円 ３億８，１８５万円 ４２．５％ ３億６，６７２万円 ４０．８％

後 期 高 齢 者 医 療 １億２，５２４万円 ４，７２７万円 ３７．７％ ３，１１２万円 ２４．８％

農業集落排水事業 １億　 １０１万円 ６，２８８万円 ６２．３％ ４，１０７万円 ４０．７％

①
実
質
赤
字
比
率

　
　

普
通
会
計
に
お
け
る
実
質
収

支
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
を
表
す
も
の
で
、
黒
字

の
場
合
は
数
値
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
　

一
般
会
計
の
ほ
か
全
て
の
特

別
会
計
に
お
け
る
実
質
収
支
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
を
表
す
も
の
で
、
黒
字
の
場

合
は
数
値
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
公

債
費
や
債
務
負
担
行
為
償
還
額

の
ほ
か
、
長
生
郡
市
広
域
市
町

村
圏
組
合
や
九
十
九
里
地
域
水

道
企
業
団
と
い
っ
た
一
部
事
務

組
合
の
公
債
費
（
町
負
担
分
）

を
含
め
た
、
実
質
的
な
公
債
費

相
当
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
割
合
。

④
将
来
負
担
比
率

　
　

地
方
債
現
在
高
・
債
務
負
担

行
為
の
翌
年
度
以
降
支
出
予
定

額
・
一
部
事
務
組
合
等
の
地
方

債
の
元
利
償
還
金
に
充
て
る
負

担
見
込
額
・
退
職
手
当
支
給
予

定
額
の
う
ち
一
般
会
計
等
負
担

見
込
額
を
合
算
し
た
、
将
来
町

が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　
　

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
を

判
断
す
る
指
標
で
、
公
営
企
業

毎
の
資
金
不
足
額
が
事
業
規
模

に
対
し
て
、
ど
の
程
度
あ
る
か

を
示
す
も
の
で
、
黒
字
の
場
合

は
数
値
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、
健
全

化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
算

定
し
ま
し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、『
北
海
道
夕
張
市
の

財
政
破
綻
問
題
』
等
を
教
訓
に
地
方

公
共
団
体
が
財
政
破
綻
に
陥
る
前
の

「
早
期
健
全
化
基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
）」
を
定
め
、
早
期
に
財
政
状
況
の

是
正
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

一
宮
町
の
各
比
率
は
、
下
記
の
と

お
り
全
て
の
指
標
で
基
準
値
を
ク
リ

ア
し
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的

に
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
毎
年
実
施
状
況
を
町
議

会
・
県
知
事
・
総
務
大
臣
に
報
告
し
公
表

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

国
等
の
関
与
の
も
と
確
実
に
財
政
再
生

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

毎
年
実
施
状
況
を
町
議
会
・
県
知
事
・
総

務
大
臣
に
報
告
し
公
表
す
る
こ
と
と
な
る

ほ
か
、
財
政
運
営
が
計
画
に
適
合
し
な
い

場
合
等
に
お
い
て
は
、
予
算
の
変
更
を
勧

告
さ
れ
ま
す
。

◇�

財
政
再
生
基
準
（
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
）
を
超
え
る
と
？

◇�

早
期
健
全
化
基
準
・
経
営
健
全

化
基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）

を
超
え
る
と
？

各
比
率
の
解
説
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■健全化判断比率の状況 （単位：％）

健全化判断比率 平成２２年度 平成２１年度 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

① 実 質 赤 字 比 率 ― ― 15.00 20.00 
② 連 結 実 質 赤 字 比 率 ― ― 20.00 35.00 
③ 実 質 公 債 費 比 率 12.1 12.9 25.0 35.0
④ 将 来 負 担 比 率 76.1 96.1 350.0 

■資金不足比率の状況 （単位：％）

会計名等 平成２２年度 平成２１年度 経営健全化基準
（イエローカード）

農業集落排水事業特別会計 ― ― 20.0 
一 宮 荘 特 別 会 計 会計廃止 ― 20.0 
健全化判断比率の対象範囲は？
対象会計等を図にすると次のようになります。

一　

宮　

町

普通会計 一　　般　　会　　計

公
営
事
業
会
計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計
公営

企業会計 農業集落排水事業特別会計

長 生 広 域 な ど 一 部 事 務 組 合 ・ 広 域 連 合 等

地 方 公 社 ・ 第 三 セ ク タ ー 等

実質赤字
比率

実質赤字
比率

資金不足
比率

資金不足
比率

将

　来

　負

　担

　比

　率

将

　来

　負

　担

　比

　率

連
結
実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実 

質 

公 

債 

費 

比 

率

実 

質 

公 

債 

費 

比 

率
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一宮町長
玉川 孫一郎

津
波
に
強
い
防
災
林
を

No.34

東
日
本
大
震
災
で
は
、
海
岸

の
砂
丘
や
防
災
林
に
津
波
の
威

力
を
大
き
く
軽
減
さ
せ
る
効
果

が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

海
岸
の
防
災
林
は
、
森
林
法

に
基
づ
い
て
防
風
、
防
砂
、
高

潮
対
策
な
ど
を
目
的
に
海
岸
沿

い
に
植
樹
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
な

ど
の
樹
林
帯
で
江
戸
時
代
ご
ろ

か
ら
整
備
が
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
が
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
を
調
査
し
た
結
果
で
は
、

防
災
林
に
は
、
到
達
時
間
を
遅

ら
せ
た
り
、
津
波
の
勢
い
を
大

き
く
弱
め
る
効
果
が
あ
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
防
災
林
の
な
い
飯
岡
な

ど
の
港
湾
施
設
の
背
後
で
は
大

き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

現
在
、
一
宮
町
に
は
、
一
宮

川
の
河
口
か
ら
東
浪
見
海
岸
に

か
け
て
防
災
林
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
海
岸
か
ら
の
塩
害

や
砂
か
ら
住
宅
と
農
地
を
守
る

た
め
に
長
年
の
歳
月
を
か
け
て

形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

３
月
11
日
一
宮
町
を
襲
っ
た

津
波
で
は
、
こ
の
防
災
林
が
一

定
の
効
果
を
発
揮
し
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
東
北
地
方
で
発
生
し

た
よ
う
な
大
津
波
が
来
れ
ば
、

今
の
防
災
林
を
簡
単
に
越
え
て

大
き
な
被
害
が
出
る
こ
と
が
予

Column Column

想
さ
れ
ま
す
。
近
年
マ
ツ
ク
イ

ム
シ
に
よ
る
被
害
と
地
下
水
の

上
昇
に
よ
り
せ
っ
か
く
植
林
し

た
ク
ロ
マ
ツ
が
枯
れ
、
防
災
林

の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も

心
配
で
す
。

そ
こ
で
一
宮
町
で
は
、
同
じ

よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

九
十
九
里
海
岸
の
市
町
村
と
協

力
し
て
津
波
に
強
い
防
災
林
の

整
備
を
千
葉
県
に
強
く
要
望
し

て
い
ま
す
。

従
来
の
ク
ロ
マ
ツ
中
心
の
防

災
林
の
整
備
方
法
を
見
直
し
、

海
岸
沿
い
に
盛
り
土
を
し
て
土

塁
を
作
り
、
そ
の
上
に
そ
の
土

地
本
来
の
常
緑
広
葉
樹
（
タ
ブ

ノ
キ
・
シ
イ
・
カ
シ
）
を
植
樹

し
て
津
波
に
備
え
る
と
い
う
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
海
岸
保

全
を
担
当
す
る
県
土
整
備
部
と

防
災
林
を
担
当
す
る
農
林
水
産

部
の
連
携
強
化
も
あ
わ
せ
て
要

望
し
て
お
り
ま
す
。

９
月
に
開
か
れ
た
県
議
会
で

は
、「
砂
丘
の
新
設
や
か
さ
上
げ

の
ほ
か
、
防
風
林
が
地
中
に
深

く
根
を
張
り
津
波
へ
の
抵
抗
力

を
強
め
る
よ
う
な
森
づ
く
り
な

ど
減
災
効
果
を
よ
り
高
め
る
整

備
方
法
を
検
討
す
る
」
と
い
う

県
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
な
町
づ
く
り
の
た

め
に
津
波
に
強
い
防
災
林
が
一

日
も
早
く
一
宮
海
岸
に
整
備
さ

れ
る
よ
う
皆
様
の
応
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ver111102

人
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2年連続優勝の佐藤さん一家
　

９
月
23
日
、
一
宮
川
河
口
で
親
子
ハ
ゼ

釣
大
会
が
行
わ
れ
、
大
人
と
子
ど
も
を
合

わ
せ
て
23
チ
ー
ム
・
77
人
が
参
加
し
て
、

釣
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

秋
の
一
日
を
の
ん
び
り
と
川
辺
で
過
ご

し
、水
辺
に
親
し
む
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
勝　

佐
藤
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

２
位　

古
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

３
位　

一
宮
学
園　

つ
ば
さ
寮

�

っ
た
ー
、釣
れ
た
ぞ

～
第
８
回
親
子
ハ
ゼ
釣
り
大
会
開
催
～

や

楽しいお話、次はどうなるのかな？
　

公
民
館
２
階
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
、「
本

の
ひ
ろ
ば
」と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

絵
本
や
児
童
書
な
ど
を
中
心
に
、
約
千
冊

の
本
を
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
、
本
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
、

伊
藤
淑
子
さ
ん
、
松
野
理
恵
子
さ
ん
、
飯

田
和
美
さ
ん
、
田
中
彩
葉
さ
ん
、
吉
田
夫

二
代
さ
ん
、
近
藤
晴
江
さ
ん
、
辻
茂
さ
ん
、

馬
淵
幸
子
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

�

く
さ
ん
の
絵
本
に
囲
ま
れ
て

～
公
民
館
図
書
コ
ー
ナ
ー
～

た

会場で芸術の秋を楽しむ観覧客
　

10
月
15
日
か
ら
11
月
６
日
ま
で
、
県
立

美
術
館
で
、
第
63
回
千
葉
県
美
術
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
８
人
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
県
文
化
振
興
財
団
会
長
賞

　

河
野
松
翠
さ
ん
（
書
道
）

・
入
選

　

�

片
岡
光
子
さ
ん（
洋
画
）、可
世
木
知
子

さ
ん（
工
芸
）、中
邨
白
砂
さ
ん（
書
道
）

・
無
鑑
査
出
品

　

�

北
村
珠
恵
さ
ん
（
日
本
画
）、
可
世
木

博
親
さ
ん（
洋
画
）、石
橋
花
堤
さ
ん（
書

道
）、
藤
瀬
長
華
さ
ん
（
同
）

�

ー
ト
な
気
分
を
満
喫

～
第
63
回
千
葉
県
美
術
展
覧
会
～

ア

３区在住の加藤みつさん（102歳）

　

町
で
は
、敬
老
の
日
の
一
環
と
し
て
町

内
の
ご
長
寿
の
方
々
に
記
念
品
を
贈
呈

し
、お
祝
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
最
高
齢
者
は
、女
性
が
３
区
の

加
藤
み
つ
さ
ん
（
１
０
２
歳
）、男
性
が
７

区

－

２
の
髙
原
元
吉
さ
ん
（
１
０
０
歳
）

で
す
。

　

ま
た
、今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る

方
々
は
２
人
で
す
。

釣
区　
　
　

峰
島

志
さ
ん

９
区

－

１　

松
山
サ
タ
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

高
齢
・
百
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

最

　

９
月
６
日
～
９
日
、
茂
原
市
中
央
公
民

館
を
会
場
に
長
生
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
作
品

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
宮
町
つ
く
も

会
（
一
宮
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
か
ら

書
道
・
絵
画
・
写
真
・
手
芸
・
短
歌
な
ど

合
計
32
作
品
が
出
品
さ
れ
、次
の
方
々
が
、

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

書
の
部　
　

金　

賞　

近
藤
末
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

敬
老
賞　

小
関　

等
さ
ん

　

手
芸
の
部　

金　

賞　

田
中
千
鶴
さ
ん

　
　
　
　
　
　

銀　

賞　

浅
野
こ
と
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
智
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

銅　

賞　

麻
生
つ
ま
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
野
八
重
子
さ
ん

　

短
歌
の
部　

銀　

賞　

板
倉　

正
さ
ん

手芸の部　金賞　田中千鶴さん　「防災頭巾」

�

宮
町
つ
く
も
会

入
賞
者
多
数

一

宍倉正展先生

　

つ
く
ば
市
の
活
断
層
・
地
震
研
究
セ
ン

タ
ー
海
溝
型
地
震
履
歴
研
究
チ
ー
ム
長
の

宍
倉
正
展
博
士
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
去
る
10
月
２
日
に
ホ
テ
ル
一
宮
シ
ー

サ
イ
ド
オ
ー
ツ
カ
で
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る

約
３
０
０
人
の
方
が
参
加
し
、
会
場
は

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
宍
倉
博
士
に

よ
る
と
最
新
の
研
究
で
も
地
震
が
い
つ
起

こ
る
か
な
ど
の
正
確
な
予
測
は
難
し
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
又
、
講
演
終
了
後
は

「
房
総
沖
の
調
査
を
早
急
に
お
願
い
し
た

い
」
な
ど
数
多
く
の
要
望
や
質
問
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

�

総
沖
地
震
の
可
能
性
を

テ
ー
マ
に
講
演
会

房

　

10
月
10
日
に
シ
ー
サ
イ
ド
オ
ー
ツ
カ
・

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
に
て
、
新
庁
舎
建
設

基
本
計
画
（
素
案
）
に
関
す
る
住
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
平
成
25
年
度
中
に
現
庁
舎

敷
地
内
に
４
階
建
て
以
上
の
新
庁
舎
の
建
設

を
予
定
す
る
と
い
う
案
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

液
状
化
や
津
波
対
策
は
ど
う
な
る
の
か
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
質
問
・
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
役
場
２
階
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

新庁舎建設住民説明会

�

庁
舎
建
設
に
関
す
る

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

新

　

第
５
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
短
歌
大
会
の

入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。同
大
会
は
、

短
歌
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
若
者
を
対
象

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
か
ら
は
６
人
が
秀
作
に
選
ば
れ
た

の
で
、
作
品
と
共
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

桜
の
木
緑
に
な
っ
た
ら
夏
が
来
て

き
ょ
う
ち
く
と
う
が
さ
き
は
じ
め
る
よ

（
東
浪
見
小
学
校　

小
林
萌
杏
奈
）

あ
め
が
ふ
り
じ
め
じ
め
と
し
た
日
が
つ
づ
き

そ
と
で
あ
そ
べ
ず
と
て
も
ひ
ま
で
す

（
一
宮
小
学
校　

松
丸
秀
知
）

う
ち
の
家
と
こ
や
さ
ん
で
す
五
代
目
の

あ
と
を
つ
ぐ
の
は
た
ぶ
ん
わ
た
し
だ

（
一
宮
小
学
校　

神
代
実
唯
）

曇
り
空
ツ
バ
メ
が
低
く
飛
ん
で
い
て

明
日
は
雨
だ
と
祖
母
の
一
人
言

（
一
宮
商
業
高
等
学
校　

宮
崎
加
菜
）

戦
争
の
惨
さ
を
知
っ
た
ガ
マ
の
中

悲
痛
な
声
が
耳
に
響
い
た

（
一
宮
商
業
高
等
学
校　

千
野
和
磨
）

沖
縄
の
綺
麗
な
自
然
が
映
え
る
の
は

裏
に
哀
し
さ
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら

（
一
宮
商
業
高
等
学
校　

若
海
朝
美
）

�

と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に
心
を
こ
め
て

～
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
短
歌
大
会
～

ひ
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■�

平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
に
戦
傷
病
者

等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
、
ま
た
は
同
日
以

降
じ
後
重
症
に
よ
り
第
５
款
症
以
上
の

戦
傷
病
者
等
と
な
ら
れ
た
方
の
妻
で

あ
っ
て
、
平
成
23
年
４
月
１
日
に
お
い

て
戦
傷
病
者
等
で
あ
る
夫
が
第
５
款
症

以
上
の
増
加
恩
給
を
う
け
て
い
る
方
。

（
額
面
15
万
円
（
軽
傷
者
は
半
額
）、
５

年
償
還
の
国
債
）

　

町
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等

に
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

24
時
間
３
６
５
日
、
看
護
師
・
相
談
員
が

対
応
し
ま
す
。
緊
急
時
に
は
看
護
師
が
様

子
を
お
伺
い
し
て
協
力
員
の
方
や
消
防
署

に
連
絡
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
健
康
管
理
に
対
す
る
不
安
等

　

最
近
、
集
積
所
へ
出
さ
れ
る
ご
み
の

ル
ー
ル
違
反
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

主
に
、
違
反
の
内
容
は
、

　

１
．
収
集
日
の
間
違
い

　

２
．
指
定
袋
を
使
用
し
な
い

　

３
．
き
ち
ん
と
分
別
し
て
い
な
い

　

４
． 

収
集
で
き
な
い
ご
み
を
出
し
て
い
る

な
ど
で
す
。

　

今
一
度
、﹃
ゴ
ミ
と
資
源
の
分
け
方
・

出
し
方
﹄
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
気
持
ち
よ

く
集
積
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■�

「
第
十
八
回
特
別
給
付
金
」ま
た
は「
第

二
十
回
特
別
給
付
金
」
の
受
給
権
を
取

得
し
た
妻
で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
等
で

あ
る
夫
が
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
18
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
公
務
傷

病
以
外
の
原
因
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た

方
。（
額
面
５
万
円
、５
年
償
還
の
国
債
）

■�

請
求
期
間　

平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で

に
相
談
員
が
応
対
し
ま
す
。

■
対　

象

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
独
居

高
齢
者
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
・
身
体
障

害
者
の
み
の
世
帯

福祉

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
に

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

福祉

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
ま
す

環境

ル
ー
ル
違
反
ご
み
が
目
立
ち
ま
す
！

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
３
１

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
３
１

■ 

問
合
せ　
都
市
環
境
課　
☎
�
１
４
３
０

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
同

士
で
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、介
護
の
ヒ

ン
ト
や
心
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。当
日
は
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
」
会
員
が
介
護
体
験
を
お
話
し
し
ま
す
。

　
「
母
が
認
知
症
に
な
り
、
ど
う
対
応
し
て

良
い
か
わ
か
ら
な
い
。」、「
夫
が
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
行
き
た
が
ら
な
い
。
こ
の
先
ど
う

な
る
の
か
。」
な
ど
、
認
知
症
介
護
に
お
け

る
様
々
な
不
安
や
悩
み
ご
と
を
お
持
ち
の

方
は
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
交
流

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者　

一
宮
町
に
お
住
ま
い
で
、
認

知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
、
近
隣

援
助
者
等

■
と　

き　

12
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　
　
（
受
付
は
、13
時
15
分
か
ら
で
す
。）

■
と
こ
ろ　

一
宮
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

（
集
団
指
導
室
）

■
内　

容　
「
家
族
の
会
」
会
員
に
よ
る

介
護
体
験
談　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時

参
加
者
の
相
談
交
流
会

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

20
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

12
月
５
日
（
月
）

福祉

一
宮
町
認
知
症
介
護
交
流
会
参
加
者
募
集

■ 

問
合
せ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
�
１
０
５
５

20111212 December

保
育
所
の
映
画
会
・
誕
生
会
に

親
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

そ
う
だ
ん
ご
と

お
知
ら
せ

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

人

権

行

政

相

談

町

長

室

開

放

日

◆
と　

き　

12
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
～
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー　

図
書
室

◆
対　

象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

　
　
　
　
　

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　
　
　
　
　

※
予
約
は
不
要

【
問
合
せ
】

　

総
務
課　

☎
�
２
１
１
２

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

町
政
に
対
す
る
提
言
・
要
望
・
意
見
な
ど

「
生
の
声
」
を
直
接
、
町
長
が
お
聴
き
い

た
し
ま
す
。

◆
と　

き　

12
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

※
要
予
約　

一
人
30
分

◆
と　

き　

12
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー　

図
書
室

◆
対　

象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

◆
料　

金　

無
料

　
　
　
　
　

※
要
予
約

　
　
　
　
　

※
相
談
時
間
は
一
人
20
分

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

総
務
課　

☎
�
２
１
１
２

入
所
前
の
親
子
の
み
な
さ
ん
、
お
気
軽

に
希
望
さ
れ
る
保
育
所
に
お
申
込
く
だ
さ

い
。

　

一
宮
保
育
所　

☎
�
３
２
１
１

◆
映
画
会　

12
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

◆
誕
生
会　

12
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

　

原
保
育
所　

☎
�
２
５
１
４

◆
映
画
会　

12
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

◆
誕
生
会　

12
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

　

東
浪
見
保
育
所　

☎
�
２
２
２
４

◆
映
画
会　

12
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

◆
誕
生
会　

12
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

※ 

申
込
み
多
数
の
場
合
、
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
尚
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
少
な
い
た
め
、
お
車
で
の
ご
来
所
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
館「
お
お
ぞ
ら
」

　

在
宅
の
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
「
お

お
ぞ
ら
」
は
愛
光
保
育
園
内
に
あ
る
子
育
て

支
援
館
で
す
。お
弁
当
も
食
べ
ら
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
子
様
と一緒
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間

月
～
金　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
正
午
か
ら
午
後
1
時
）

予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
食
事
前
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。

今
月
の
予
定

◆
み
ん
な
で
音
を
楽
し
も
う

　
　

12
月
8
日
（
木
）
予
約
不
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
～

◆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

　
　

 

12
月
９
日
（
金
）
午
前
10
時
～
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
～

　
　

２
ク
ラ
ス
、
各
６
名

◆
作
っ
て
遊
ぼ
う
・
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

　
　

サ
ン
タ
の
衣
裳
も
着
ら
れ
ま
す
。

　
　

12
月
12
日
（
月
）
午
前
10
時
～
11
時

◆
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会

　
　

12
月
22
日
（
木
）

◆
年
末
年
始
休
館
日

　
　

12
月
27
日
（
火
）
～
1
月
4
日
（
水
）

※ 

そ
の
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
が
入
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、「
お
お
ぞ
ら
通
信
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
予
約
・
問
合
せ
】

　

子
育
て
支
援
館
☎
�
７
４
２
４

一
宮
保
育
所
親
子
教
室

　

情
報
交
換
や
お
友
達
づ
く
り
の
場
と
し

て
、
お
し
ゃ
べ
り
の
ほ
か
紙
芝
居
、
手
遊

び
、
ダ
ン
ス
な
ど
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て

行
い
ま
す
。
12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
制
作

を
行
い
ま
す
。

◆
と　

き　

12
月
8
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

１･

２
才
児
対
象（
20
組
）

　
　
　
　
　

12
月
15
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

３
才
以
上
児
対
象（
20
組
）

◆
受　

付　
午
前
9
時
45
分
～

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時　

親
子
あ
そ
び

◆
と
こ
ろ　

一
宮
保
育
所
２
階
ホ
ー
ル

◆
予　

約　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祭
日
除
く
）

　

一
宮
保
育
所　

☎
�
３
２
１
１

※ 

駐
車
場
10
台
可
能

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

総
務
課　

☎
�
２
１
１
２
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「
千
葉
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

（
電
話
相
談
窓
口
）」
の
開
設
に
つ
い
て

　

ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
ご
本
人
や

ご
家
族
か
ら
の
電
話
相
談
窓
口
が
開
設
さ

れ
、
嘱
託
相
談
員
が
応
じ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
『
ひ
き

こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
』
に
ご
相
談

下
さ
い
。

◆
相
談
受
付
日
時

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

 （
た
だ
し
、
第
１
金
曜
日
は
午
後
１
時

～
午
後
４
時
30
分
）

◆
休
み

　

祝
日
、年
末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

◆
千
葉
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３
（
２
０
９
）
２
２
２
３

◆
対
象
者

　

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方

【
問
合
せ
】

　

千
葉
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　

☎
０
４
３
（
２
２
３
）
２
６
８
０

「
長
生
地
域
食
育
推
進

大
会
２
０
１
１
」
の
開
催

歯
科
衛
生
士
の
復
職

支
援
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

学
校
や
地
域
、
家
庭
に
お
い
て
、
み
ん

な
で
食
育
を
考
え
、
地
域
に
根
ざ
し
た
食

育
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、「
長
生
地
域

食
育
推
進
大
会
２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と　

き　

12
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ　

茂
原
市
東
部
台
文
化
会
館

◆
主　

催　

千
葉
県
長
生
農
業
事
務
所

　
　
　
　
　

 

長
生
地
域
食
育
推
進
連
絡
会

議

◆
内　

容　

　
（
１
） 「
千
葉
県
に
お
け
る
食
育
推
進
と

放
射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て
」

　

講
師
：
阿
部
成
利
氏
（
千
葉
県
農
林
水

産
部
安
全
農
業
推
進
課
副
課
長
兼
食
の
安

心
推
進
室
長

　
（
２
） 

基
調
講
演「
食
育
を
楽
し
む
方
法

　

長
生
地
域
の
産
物
を
通
し
て
」

　

講
師
：
浮
谷
王
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
食
育
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
協
会
理
事
長
）

　
（
３
） 

そ
の
他　

餅
（
新
品
種
：
ふ
さ

の
も
ち
）
の
配
布
等

◆
申
込
締
切　

11
月
25
日
（
金
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
　

長
生
農
業
事
務
所
企
画
振
興
課

　
　

☎
�
１
７
５
１

　
　

�
�
２
２
３
４

◆
と　

き　

平
成
24
年
①
1
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
2
月
5
日（
日
）

全
2
日
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
4
時

◆
と
こ
ろ

　
　

① 

東
京
歯
科
大
学
歯
科
衛
生
士
専
門

学
校

　
　

②
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学

◆
対　

象 

　

 

歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
持
つ
未
就
業
の
方

◆ 

定
員
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）＊
無
料

◆
主　

催

　
（
社
）
千
葉
県
歯
科
医
師
会

◆
申
込
み
方
法

　

 

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
、
電
話
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

北
原
学
院
歯
科
衛
生
専
門
学
校

　

☎
０
４
７
（
３
４
１
）
８
１
１
５

　

�
０
４
７
（
３
４
３
）
５
５
２
３

動
物
に
よ
る
危
害
防
止

対
策
強
化
月
間

長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
計
画

概
要
看
板
を
設
置
し
ま
し
た

　

11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策

強
化
月
間
」
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
、
動
物
を
適
正
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◎ 

犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
犬
を
運
動
さ
せ
る
時
は
、
犬
を
制

止
で
き
る
人
が
短
い
引
き
綱
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

◎ 

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
法
律

に
定
め
ら
れ
た
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

ま
た
、
犬
に
は
、
首
輪
等
に
鑑
札
と
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
を
必
ず
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎ 

ね
こ
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ね
こ

に
よ
る
他
人
へ
の
迷
惑
を
防
止
で
き
、

　

圏
央
道
Ｉ
Ｃ
か
ら
南
総
一
宮
線
間
で
建

設
が
進
ん
で
い
る
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

の
計
画
概
要
図
が
入
っ
た
看
板
を
役
場
前

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
事

を
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
建
設
促
進
に
向
け
た
活
動
を
続

け
て
い
る
、
国
道
１
２
８
号
茂
原
・
一
宮

間
並
び
に
圏
央
道
関
連
道
路
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
町
も
、
早
期
開
通
に
向
け
て
活
動
し

て
行
き
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
個
別
相

談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
に
お
金
の

管
理
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
悪
質
な
商
法

の
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
う
方
の
財
産
を
守

り
、
生
活
を
支
援
す
る
制
度
で
あ
る
成
年

後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
が
ペ
ア
と
な
っ

て
法
律
と
福
祉
の
両
面
か
ら
個
別
に
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◆
と　

き　

平
成
24
年
１
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

◆
と
こ
ろ　

千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

　
　
　
　
　
（
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
４

−

３
）

　
　
　
　
　
〔 

千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
「
市

役
所
前
駅
」
か
ら
徒
歩
３
分
〕

◆
相
談
料　

無
料

◆
定　

員　

70
人

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◆
実
施
方
法

　

 　

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
会
場
内
に

個
別
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
個
別
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

 　

参
加
申
込
書
に
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、ご
希
望
の
面
接
時
間
を
記
載
し
、

郵
便
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
12
月
22
日
（
木
）

ま
で
に
主
催
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

 　

後
日
、
主
催
者
か
ら
、
相
談
内
容
や

予
約
時
間
等
に
つ
い
て
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
電
話
番
号
の
記

載
は
忘
れ
ず
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

 　

参
加
申
込
書
は
本
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
近
く
の
社
会
福
祉
協
議

会
、行
政
窓
口
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

�

社
会
福
祉
法
人
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議

会
（
千
葉
県
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

〒
２
６
０

−

８
５
０
８

　

千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
４

−
３

　

☎
０
４
３
（
２
０
４
）
６
０
１
２

　

�
０
４
３
（
２
０
４
）
６
０
１
３

　

http://w
w
w
.chibakenshakyo.com

平
成
24
年
度
千
葉
県
立
農
業
大

学
校
の
学
生
募
集（
一
般
入
試
）

◆
募
集
人
員

　

Ａ
日
程　

農
学
科　

約
30
名

　
　
　
　
　

研
究
科　

約
10
名

　

Ｂ
日
程　

農
学
科　

約
10
名

　
　
　
　
　

研
究
科　

若
干
名

◆
受
験
資
格

　
（
農
学
科
）

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は

　

平
成
24
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者

　
（
研
究
科
）

　

 

都
道
府
県
の
農
業
大
学
校
の
農
学
科
等

を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
24
年
3
月
に

卒
業
見
込
み
の
者
等

◆
選
考
期
日

　

Ａ
日
程　

平
成
24
年
1
月
11
日
（
水
）

　

Ｂ
日
程　

平
成
24
年
3
月
１
日
（
木
）

◆
選
考
場
所

　

千
葉
県
農
業
大
学
校

◆
選
考
方
法

　

筆
記
試
験
、
面
接

◆
願
書
受
付

　

Ａ
日
程　

平
成
23
年
12
月
9
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
12
月
22
日
（
木
）

　

Ｂ
日
程　

平
成
24
年
2
月
8
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
2
月
20
日
（
月
）

◆
合
格
発
表

　

Ａ
日
程　

平
成
24
年
1
月
24
日
（
火
）

　

Ｂ
日
程　

平
成
24
年
3
月
9
日
（
金
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

千
葉
県
農
業
大
学
校

　

〒
２
８
３

－

０
０
０
１

　

東
金
市
家
之
子
１
０
５
９

　

☎
０
４
７
５
�
５
１
２
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/noudai/

ま
た
、
病
気
や
交
通
事
故
等
の
危
険
か

ら
ね
こ
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎ 

サ
ル
・
ヘ
ビ
・
ワ
ニ
な
ど
の
特
定
動
物

を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
健
所

長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
動
物

が
逃
げ
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
施
設

の
管
理
に
は
十
分
注
意
を
払
っ
て
く
だ

さ
い
。
逃
げ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
保

健
所
、
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

動
物
に
は
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

を
つ
け
る
な
ど
し
て
飼
い
主
が
わ
か
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で
面
倒

を
み
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
飼
え
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を

探
し
て
く
だ
さ
い
。
見
つ
か
ら
な
い
場

合
で
も
、
動
物
を
絶
対
捨
て
ず
に
、
保

健
所
や
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）

　
　

☎
�
５
１
６
７

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
４
７
６
�
５
７
１
１

　

茂
原
警
察
署
一
宮
幹
部
交
番

　
　

☎
�
２
１
２
１

　

都
市
環
境
課

　
　

☎
�
１
４
３
０

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
「
犬

の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室
」
を

定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

犬
と
と
も
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
、
必
ず
き
ち
ん
と
し
つ
け
を
し
ま

し
ょ
う
。
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指

名

手

配

犯

の

検
挙
に
御
協
力
を
!!

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

　

平
成
23
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の
警
察

か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、
警
察

庁
指
定
特
別
手
配
被
疑
者
と
し
て
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
な
ど
で
特
別
手
配
し
て
い
る

オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
３
人
を
始
め
と
し

て
、
約
９
７
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
人
の
検
挙
に
向
け
た
捜
査
活
動
に

は
、
県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
是
非
と
も

必
要
で
す
。
指
名
手
配
犯
人
に
似
た
人
、

不
自
然
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
人
な
ど
を

見
か
け
た
ら
、
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

警
察
庁
指
定
重
要
指
名
手
配
の
写
真
に

つ
い
て
は
、
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】

◦
１
１
０
番
又
は
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番

◦
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
に
関
す
る
情
報

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０

－

０
０
６
０
２
４

　

防
衛
省
陸
上
自
衛
隊
で
は
、「
中
学
校

卒
業
者
及
び
中
学
校
卒
業
予
定
者
」
を
対

象
と
し
た
「
陸
上
自
衛
隊 

高
等
工
科
学

校
生
徒
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
種
目　

 

陸
上
自
衛
隊

　
　
　
　
　

高
等
工
科
学
校
生
徒

受
験
資
格　

 

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

　
　
　
　
　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

【
推
薦
試
験
】�

11
月
1
日
（
火
）～
12
月
16

日
（
金
）「
締
切
日
必
着
」

【
一
般
試
験
】�

11
月
1
日
（
火
）
か
ら
平
成

24
年
1
月
6
日
（
金
）「
締

切
日
必
着
」

試
験
期
日

【
推
薦
試
験
】�

平
成
24
年
1
月
7
日
（
土
）

～
1
月
9
日
（
月
）
の
う

ち
指
定
す
る
1
日

移
動
交
番
が
や
っ
て
き
ま
す

一
松
工
房　

味
噌
ま
つ
り

◆
と　

き　

12
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

15
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

21
日
（
水
）

◆
と
こ
ろ　

一
宮
町
役
場
駐
車
場

◆
内　

容　

各
種
相
談
、各
種
届
出
受
理
、

　
　
　
　
　

防
犯
、
交
通
安
全
講
話

◆
と　

き　

11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

◆
と
こ
ろ　

一
松
工
房

　
　
　
　
　

長
生
村
一
松
丙
４
３
４
３

−

１

【
問
合
せ
】
一
松
工
房

　
　
　
　
　
　

☎
�
６
６
３
１

名　　　称 日　程 時　　　間 内 容・対 象 場　所

けんこう運動教室 ８日（木） 受付 13：15 〜 13：30
65 歳以上の希望者

（筋力アップ体操）

一

宮

町

保

健

セ

ン

タ

ー

育児相談（予約制）

９日（金）

9：00 〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

親子ふれあい教室 11：00 〜 12：00 あそびの教室
0 歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

乳 児 相 談 16 日（金） 受付 13：15 〜 14：00
４ヶ月児・７ヶ月児・１２ヶ月児
※７ヶ月児と保護者の方には、あわせて
　『ブックスタート』があります

食 生 活 改 善 会
地区伝達料理講習会

19 日（月）

受付 9：20 〜 9：30
町内在住の希望者

（お問合せください）

けんこう運動教室 受付 13：15 〜 13：30
65 歳以上の希望者

（物づくり体験）

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 21 日（水） 受付 13：15 〜 13：30 平成 23 年８月生まれ

献 血 22 日（木） 受付 10：00 〜 11：45
13：00 〜 16：00

希望者

あ そ び の 広 場

２日（金）・５日（月）・７日（水）
８日（木）・12日（月）・14日（水）
15日（木）・19日（月）・21日（水）
22日（木）・26日（月）・27日（火）

9 ：30 〜 12：00
13：00 〜 16：00
乳幼児と保護者

※  絵本の読み聞かせ
　14日（水）11：00〜 11：30　ボランティア「赤とんぼの会」
　27日（火）10：30〜 11：30　ボランティア「ゆりかご」

健 康 教 室 15 日（木）  受付 ９：45 〜 10：00 65 歳以上の希望者
（音楽療法）

東 浪 見
コミュニティ
セ ン タ ー

■一宮町保健センター ※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　詳しくは保健センターにお問合せください。

12 月の行事 問合せ：一宮町保健センター内  福祉健康課  ☎ 40 － 1055

【
一
般
試
験
】
平
成
24
年
1
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
（
第
1
次
試
験
）

待　

遇　

・ 

身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

「
生
徒
」

　
　
　
　
　

※
自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　

・ 

生
徒
手
当
：
月
額
９
４
，

９
０
０
円
を
支
給
（
期
末
手

当
：
年
2
回（
６
月
・
12
月
））

　
　
　
　

・ 

生
徒
教
育
卒
業
後
、
各
種
大

学
及
び
防
衛
大
学
校
・
航
空

学
生
へ
の
受
験
資
格
が
得
ら

れ
る
。

【
問
合
せ
】

　

自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

　
　

住
所　

茂
原
市
町
保
３

−

２
１
７

　
　
　
　
　

シ
テ
ィ
ビ
ル
２
階

　
　

☎
�
０
４
５
２

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

収
穫
祭
の
お
知
ら
せ

　

実
り
の
秋
、
紅
葉
の
里
山
で
の
収
穫
祭

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
と　

き　

11
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

◆
と
こ
ろ　

松
子
の
田
ん
ぼ（
洞
庭
湖
先
）

【
問
合
せ
】
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

戸　

張
☎
�
３
８
５
２

　
　
　
　
　

三
芳
堂
☎
�
４
３
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　

�
�
６
０
０
９
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12月のごみ収集日12月のごみ収集日
１．コース

（１区〜 10 区）
２．コース
11 区〜 17 区（船頭給・新地・宮原・海岸）

３．コース
（綱田・東浪見・新浜）

粗
大
ご
み

第２金曜日 燃
え
な
い
ご
み

第１金曜日
資
源
ご
み

第１金曜日
（ビン、缶、ペットボトル他）

９日 ２日 ２日
資
源
ご
み

第３金曜日
粗
大
ご
み

第３金曜日 燃
え
な
い
ご
み

第２金曜日
（ビン、缶、ペットボトル他）

16 日 16 日 ９日
燃
え
な
い
ご
み

第４金曜日 資
源
ご
み

第４金曜日 粗
大
ご
み

第４金曜日
（ビン、缶、ペットボトル他）

23 日 23 日 23 日
☆燃えるごみの収集日は全コース火、木、土曜日です。

固 定 資 産 税（第 3 期）
国 民 健 康 保 険 税（第 6 期）
後期高齢者医療保険料（第 6 期）
介 護 保 険 料（第 6 期）

12月 26日（月）
期日までに納めましょう。

プッシュ回線の固定電話からは
局番なしの⇒♯ 8000
直接おかけの場合は⇒☎ 043-242-9939
相談日時は、毎日夜間　19 時〜 22 時
なお、緊急・重症の場合は迷わず「１１９」へ

  ☎ 24-1010 （茂原消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・診療時間 20：00 〜 23：00

夜間急病診療テレフォン案内
  ☎ 24-1011 （19：00 〜翌朝６：00）

休：休日当番医（9：00 〜 17：00）※変更する場合もあります。消防本部通信指令課☎ 24-0119 へお問合せください。

いちのみや
広報カレンダー 2011

いちのみや 1111

いちのみや
広報カレンダー 2011

いちのみや 1212

今月の納期

こども急病電話相談

夜間急病診療所

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３
人権行政相談

大安 赤口 先勝

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
町長室開放日 第４回議会定例会

休 長生診療所
☎ 32-3303 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

11 12 13 14 15 16 17
第４回議会定例会 東浪見地区社会福祉協議会

敬老のつどい
休 津谷クリニック
☎ 32-5645 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

18 19 20 21 22 23　天皇誕生日 24
法律相談 心配ごと相談 クリスマス会（子ども会）

休 よねもと整形外科 休 長島医院
☎ 40-1065 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 ☎ 42-8800 先負 仏滅

25 26 27 28 29 30 31
官公庁仕事納め

休 睦沢診療所 休 いちのみやクリニック
☎ 44-2236 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 ☎ 42-1616 赤口

※カレンダーは 12 月の予定です。

☆燃えるごみの年末収集は12月29日（木）まで、
　年始収集は１月５日（木）から平常どおり行います。


